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平成２８年度第４回循環型社会推進会議会議録 

 

１ 開催日時 

  平成２９年３月２８日（火） 

  開会 午後 ２時 

  閉会 午後 ４時 

２ 開催場所 

  尾張旭市役所 南庁舎２階 ２０１会議室 

３ 出席委員 

  千頭聡、松原八壽雄、吉田民子、村瀬美根代、白坂弘子、渡辺安正、深田定雄、

服部亜紀、杉島重男 計９名 

４ 欠席委員 

  鍋嶋洋行 

５ 傍聴者数 

  ０名 

６ 出席した事務局職員 

  環境課長 石坂清二、環境事業センター所長 若杉昌紀、環境課長補佐  

川本英貴、環境事業センター所長補佐 山崎力、環境課主事 山下徳仁 

７ 議題等 

⑴ 座長あいさつ 

⑵ 報告事項 

ア ごみ排出状況について 

イ 組成調査の結果について 

ウ 各プロジェクトの活動報告について 

⑶ 議題 

平成２９年度の予算の概要について 

⑷ その他 

８ 会議の要旨 

環境課長 

 

 

 

 

 定刻になりましたので、ただ今から「平成２８年度第４回 尾張旭

市循環型社会推進会議」を開催させていただきます。 

 年度末のお忙しい中お集まりいただき、ありがとうございます。本

日は、鍋嶋委員から欠席の連絡をいただいておりますので、ご報告さ

せていただきます。本会議は、市の「附属機関の会議の公開に関する
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基準」に基づき、傍聴を認めております。また「附属機関の会議録等

作成に関する基準」に基づき、本会議については情報公開の対象とな

ることも、あわせてご了承いただきたいと思います。 

 では、本日の会議資料の確認から始めてまいります。 

＜会議資料確認＞ 

資料に過不足ないようでしたら、次第に沿って会議を進行させてい

ただきます。まずは、次第１「座長あいさつ」を、座長の千頭先生に

お願いします。 

 皆さんこんにちは。よろしくお願いします。本日は、後ほど出てく

ると思いますが、有料化に関するアンケートについて興味深い結果が

出ていましたので、いい議論ができたらなと思います。 

これからは、次第に従って報告事項、議題に進むことになると思い

ますが、以後、座長である千頭先生に議事の進行をお願いしたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

 よろしくお願いします。まず、報告事項⑴「ごみ排出状況について」、

事務局説明してください。 

＜資料１を用いて報告＞ 

事務局の説明を聞き、疑問点等ございましたら、ご発言ください。 

平成３５年度目標値は１人１日あたりの家庭系処分ごみ排出量が

４２８ｇだが、今年度２月現在で４８５ｇ。順調に減少していると評

価するのか。 

平成２４年の数値から見ても着々と減少しており、順調と言えます

が、このままのペースだと平成３５年度目標値を達成するのは難しい

ため、さらなる減量の取り組みが必要になると考えています。 

確認ですが、資料１の一番上の家庭系ごみと右下の表内にある「家

庭系」は同様の意味ですか。 

左上の家庭系ごみは、「家庭系処分ごみ」として家庭から出るごみ

から資源ごみを差し引いたもので、右下の家庭系は資源ごみも含めた

数値です。 

ごみが昨年より減少した理由が、「公共施設ごみの収集等によるも

のだと思われるが、詳しい理由は分からない」という説明だが、それ

でいいのか。ごみが減少したことは確かにがありがたいが、何が理由

なのかを早急に調査してもらいたい。 

なぜなら、有料化の検討時に減少理由を説明できないのはいけない

ので、理由を把握することが必要になると思う。 

今年度は新規事業を数多く行いました。例えば、７月からプラスチ

ック製容器包装の毎週収集を開始し、９月から公共施設の廃棄物を事

業系として収集し、１０月からスプレー缶・カセットボンベを資源ご
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みとして収集しています。これらの３月末までの結果を確認したうえ

で分析していきますので、減少した理由を今日の段階でお答えするこ

とは難しいです。 

消費生活改善推進員として毎月価格調査をしていますが、最近物価

が値上がりしています。そのため、今まで捨てていた野菜の葉っぱな

どを無駄なく使うようにしています。微々たるものかもしれないです

が、毎日のことなので、続けていけばごみも減少するのではないか。 

大事なご指摘だと思いますが、いくつかの要因があり、想定できる

と思うので、リストアップし、確かめられるものはデータで確かめる

ということでいいのではないでしょうか。有料化プロジェクトで話し

合う必要があるかもしれないです。 

つづいて、報告事項⑵「組成調査の結果について」、事務局説明し

てください。 

＜資料２を用いて報告＞ 

新興地区として桜ケ丘町と白鳳町を調査しているが、自治会活性化

地区の旭ヶ丘町と同様に、この二町は連合自治会として資源ごみを独

自で回収している地区。定義は分からないが、資源ごみを集めようと

意識的に行動している地区を新興地区に入れるのは、分類としていい

のかと思ってしまう。 

また、雑がみをどう扱うかが一番大きい問題。旭丘連合自治会では、

雑がみをしっかり分別して資源ごみに出すよう、自治会内で発行して

いる広報に掲載をしているが、なかなか難しい。 

最近、自治会内で話題になったのが、業者の分類表について。雑が

みは袋に入れて回収してもらうが、分類表を業者からもらうと、雑が

みという欄がなく、新聞・雑誌・段ボールだけ。分別を呼びかけても

結果を数値として確認できず、市民に強く響かないところがあるた

め、来年度から分類できないかと業者に伝えている。 

組成調査の結果を見ると、雑がみの割合が高い。市としてどのよう

に減らす方向にメスを入れるかが、一番ごみの減量につながると思

う。新聞・雑誌・段ボールの分別はほぼ周知が行き渡っており、分別

する人はするし、しない人はしない。 

雑がみを可燃ごみに入れている人をどう改善するかがキーとなる

ので、収集業者に数値を出してほしい。それをアピール材料にする。 

環境課としても雑がみをどのように出してもらい、どのように見え

る数字として公表できるかを考えてもらいたい。 

市としては、雑がみをどのように扱っていますか。 

全世帯配布用の「ごみの出し方」では、雑誌や段ボール等とは別に、

紙袋に入れて出すよう説明していますが、渡辺委員がおっしゃられた
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ように、分別するかたも少ないと思われるので、これからも周知が必

要です。また、市は資源ごみ回収団体に奨励金を出しており、実績報

告を提出してもらっていますが、確かに雑がみと雑誌が一緒に分類さ

れています。市も何らかの方法で雑がみ単独の数値が出せないかを確

認したいです。 

業者が出す報告書類は、途中で品目は増えていると思う。ただ、雑

がみが資源ごみとしての概念になる以前の様式がそのまま続いてい

るのではないか。雑がみが大事ということであれば、仕切表の様式作

成に行政として積極的に業者へ働き掛け、表に入れるように調整して

いけばいいのではないか。 

市のホームページでは雑誌の中に雑がみを入れて出してもいいと

書いてあります。一応雑がみは別にあるのですが。 

雑がみ問題は１０年近く取り組んでいるが、その中で思うのは、雑

がみを燃えるごみから資源ごみに変えることは、収集費用は多少かか

るものの、多額の出費はいらない。徹底して雑がみの収集に取り組む

ことを市の方針として持つことが大事である。かつては、DVDを作っ

て自治会・町内会に持っていき、理解してもらう取り組みをしていた

が、新たな内容を含め、周知を進めていくことが必要。平成２８年度

の組成調査結果を見たとき、雑がみがこれだけ燃えるごみに混入して

いるかを教えられたと同時に、上記の対策に取り組むべきと考える。 

新聞店が回収する際、雑がみを入れられるのは嫌がるようですが、

古紙のリサイクルの現場は手作業で分けられると思われるので、雑が

みが雑誌の中にあっても、そんなに差異はないと思います。だから、

市として雑がみだけを分別しても、リサイクル業者は楽にならないよ

うな気もします。 

ただ、雑がみを市としてどのようにするかのスタンスをはっきり決

めるのは必要。機会があれば、業者に雑かみをどのように回収したい

のかを確認するのも手だと思います。 

新聞や雑誌を集積所に出すと、それぞれ異なる車で回収しているよ

うです。市が古紙を売り払う場合、３種類の単価があり、雑誌の中に

雑がみが含まれると思います。雑がみだけの重さを図るのは難しいと

思いますが、業者に一度働きかけてみたいです。 

旭丘や白鳳は、一台の車で全ての種類を回収している。 

雑がみは量が多く、ごみ減量のために大事なポイントとなります

が、どう収集し回収するかなどは業者の意見を聞いてほしいです。 

実際に雑がみの回収率は現場で見ると増えていますか。自宅の前が

集積所で、雑がみと思われるものが最近たくさん出るようになってき

ていると感じます。このように出せば回収できるよということが浸透



5 

 

杉島委員 

 

 

 

 

 

 

 

環境課長補佐 

 

 

 

千頭座長 

 

 

 

 

事務局 

千頭座長 

 

 

 

 

千頭座長 

 

 

 

村瀬委員 

 

 

 

 

 

 

千頭座長 

環境課長補佐 

 

してきているのではないでしょうか。 

増加してきているとおっしゃられたが、組成調査をしてみるとまだ

まだ資源化できるということである。そうならば、改めて推進会議と

して、雑がみ回収を位置付けて取り組むのだということを確認すべき

と思う。以前旭ヶ丘でDVDを作成し広め、その結果１５００トンは当

時の取り組みで減らした。なお組成調査をしたら減らせるということ

があるので、２０００トンぐらいは減らさないといけない。 

ステーション回収を見てみると、確かに進んでいると思うが、最近

は燃えるごみが入っている袋も見受けられる。 

雑がみDVDは、今も活用しており、資源ごみの奨励金を出す際の条

件として、回収以外に環境活動を条件としており、項目の一つとして

DVDがあり、子ども会などが借りています。お子さんのいる家庭の意

識が伸びているのではと考えています。 

雑がみが大きなポイントになるということを確認し、次へ進みたい

と思います。 

報告事項⑶「プロジェクトの進捗状況について」全体の内容に

ついては事務局から説明していただき、その後、各プロジェクト

のリーダーから進捗状況を説明していただきたいと思います。 

＜各プロジェクトの大枠について、事務局説明＞ 

続いて、各プロジェクトのリーダー、よろしくお願いします。 

＜ごみ有料化プロジェクトの杉島委員、リサイクル広場拡充プ

ロジェクトの松原委員、事業系ごみ適正化プロジェクトの深田委

員より、各プロジェクトの進捗状況等について説明、資料３－１、

資料４－１については事務局説明＞ 

ありがとうございました。それぞれのプロジェクトについて報

告していただきましたが、質問や、自分が所属していないプロジ

ェクトの内容について、ご意見があれば自由に発言していただき

たいと思いますが、いかがでしょうか。 

先日、晴丘センターの見学会に参加しましたが、プラスチック

製容器包装を瀬戸市は分別回収していないということを聞きまし

た。同じ焼却炉を使っているのに、自治体ごとに分別が異なり、

本当に分かりにくい形になっています。焼却炉の熱効率が上がる

ため、プラを入れたほうがいいということだが、リサイクルに回

さないといけないと言っている中で、裏付けがなくなってしまい

ます。きちんと教えていただきたい。 

この問題は以前からありますが、事務局で何かありますか。 

 プラスチック製容器包装の回収方法が異なることはずっと言わ

れてきているが、循環型社会を形成していくうえで資源化できる
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ものは有効利用していくという流れで国も動いているので、本市

の方向性は間違っていないと考えているが、費用がかかるのは承

知のうえで、どう効率化できるかが必要。瀬戸市には機会があれ

ば分別するよう働きかけをしていきたいと思います。 

また、瀬戸市が回収しない一つの理由として費用面があるかも

しれないが、市町村に負担がかかる制度になっています。市とし

ては、国等に対して、事業者に拡大生産者責任として費用を負担

してもらうよう働きかけを続けていきたいと思います。 

市議会で、ごみの有料化について質問があったと思うがその雰

囲気はどうか。 

いくつかの項目に質問があり、それに対して客観的な回答を行

ったが、われわれの考え方を答弁したことに反論はなかったです。

ただ、有料化の判断を市として決定したわけではなく、仮に実施

した場合の想定は出来ることもあると思うが、市議は実施するの

だろうと思われているようで、かみ合った議論になったかは難し

いところです。 

瀬戸と尾張旭・長久手のプラスチック製容器包装の収集方法に

ついては歴然とした差があるが、行政同士で話をする時でも、深

く突っ込んだ話はしないし、組合議員も関わっていかない。 

わたしは、どこかが中心となり、市民・行政・専門家で話し合

う場が必要になると思う。それは、次の焼却炉を平成４４年度の

焼却炉更新時にどのような窯にするかを検討する際、瀬戸がプラ

を焼却するということであれば、そのような窯に作り替えないと

いけないと思う。 

独自に集めるには３倍コストがかかる試算。それだけかけて回

収して、容リ協の拠出金をもらうのだが、額が少なくなってきて

いる。これからは、三者で話し合い、１０年後にむけて結論を作

ることが大事。 

それを進める時に、座長は瀬戸の環境問題にも参画していると

のことなので、ご尽力をお願いしたい。 

瀬戸市のかたがおっしゃっていたのは、自分たちもリサイクル

できるものを燃やしてしまう罪意識があるとのこと。三市が同じ

焼却炉を使うのであれば、分別方法を合わせるべきだと思う。皆

がリサイクルしていけるようにお願いしたい。 

わたしは、その問題を突き詰めるのは、現段階だと困難だと思

う。なぜなら、お互いの市で現在の処理方法が正しいということ

を市民に説明しており、その市独自の考え方だと思う。この問題

は国が動かない限り解決しないと思う。 
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間違っていけないのは、そこに住む市民がどのように考えてい

るかが重要です。焼却炉の建替え時にエネルギーを高効率で回収

できるようになれば、一つの選択肢になるかもしれないです。 

次に進めたいと思います。３ 議題「平成２９年度の予算の概要

について」として、事務局説明お願いします。 

＜資料６を用いて報告＞ 

来年の予算概要についてご質問等はありますか。 

報告時には前年度との比較がないと理解のしようがない。 

既存事業は前年度とほぼ同額で、新規事業としてリサイクル自

転車の整備と災害廃棄物処理計画の策定を２つ追加しました。 

災害廃棄物処理計画を既に策定した自治体で、仮置き場の用地

を決めているが、そこに仮設住宅は建てないか聞いたところ、検

討していないとのことでした。仮設住宅と仮置き場を分けて検討

していたそうだが、本当はバッティングする可能性がある。策定

していく際にはそこを注意し、数年で処理できるような計画を策

定してほしいです。 

大事なご指摘をいただいたと思うので、来年度の早い時期に１

回目の開催をしていくことになるかと考えております。 

４「その他」について、事務局何かありますか。 

＜人事異動について説明＞ 

皆様の任期は２年ですので、来年度も引き続きよろしくお願い

します。最後に座長からお言葉をいただきたいと思います。 

今回の議題についてはすべて終了しました。これで第４回循環型社

会推進会議を終了します。１年間ありがとうございました。 

 


